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問合せ先　高浜市国勢調査実施本部（□市総合政策グループ　統計担当）　☎52－1111（内線329）

国勢調査の対象は、日本に住んでいるすべての人です。
この調査では、先にインターネットでの回答を受け付け、インターネットで回答しなかった世帯には「紙

の調査票」を配布します。
※インターネットでの回答を推進しています。調査員が各世帯に配布する「インターネット回答の利用者情
報」、「インターネット回答の操作ガイド」を確認し、できるだけインターネットで回答してください。

◇国勢調査員が皆さんのお宅を訪問する際は、「国勢調査員証」を携帯して
いますので、確認してください。

◇調査票の内容は、統計の作成以外に使用することはありません。
◇調査結果は、社会福祉、雇用対策、生活環境の整備などの資料として私た
ちの暮らしのために役立てられます。

１０月１日
国勢調査を実施します
パソコンやスマートフォンから

インターネット回答ができます！

ご利用ください！

国勢調査コールセンター
☎0570－07－2015

IP電話：03－4330－2015

設置期間：10月31日（土）まで
受付時間：午前8時～午後9時
（土・日曜日、祝日も利用できます。）

※通話料金がかかります。

ご覧ください！
国勢調査2015キャンペーンサイトにて
スペシャルムービー公開中！

http://kokusei2015.stat.go.jp/

国勢調査をかたって、金銭を求めるなどの不審
なウェブサイトやメールに注意してください。

国勢調査2015 検索

国勢調査は、
全国いっせいに
行われます。

調査の流れ

パソコンや
スマートフォンから
インターネット回答
※９月２０日（日）までにインターネット

回答用IDなどを
調査員が世帯に
配布
※９月１０日（木）～ インターネット

回答のなかった
世帯のみ

調査票（紙）
を配布

※９月２６日（土）～

調査員
または
郵送にて
提出

回答完了

回答完了
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 中期基本計画（H26～H29）の取組みから見えてきた課題・今後の取組みの方向性を点検・確認！

▲目標（11）
健康自生地での活動のようす

▲目標（９）
総合防災訓練

問合せ先　□市 総合政策グループ　☎52－1111（内線332）

◆総合計画推進会議は傍聴可能です。
◆総合計画や総合計画推進会議の詳しい内容は、市公式ホームページのトッ
プページのバナー「第６次高浜市総合計画」をクリック！

今後の動き
①総合計画推進会議では…
行政からの発表内容に対するコメントをとりまとめたうえで、
「目標達成状況に対する点検・確認結果」として、市長へ提出
します。

②行政では…
推進会議から提出された「目標達成状況に対する点検・確認結
果」について、平成27年度に実行中の事業や平成28年度事業
案（予算案）にどのように反映したか、見直し・改善策（案）
を発表します。（※11月ごろを予定）

取組みから見えてきた課題と
今後の見直し・改善（案）の概要目標

（10）
一人ひとりを認め合い、
その人らしく暮らせる
まちづくりを進めます

【地域福祉】

（９）
安全・安心が実感できる
地域づくりを進めます
【防犯・防災】

①健康自生地の新たな創出と利用の拡大
新たな自生地の開拓や、年齢差・性別差をこえて
楽しめるメニューの開発に取り組む。

②「脳とからだの健康チェック2015」の実施と予
防介入事業の研究開発
60歳以上の市民を対象に実施し、認知症予防の
取組みにつなげる。

③病診連携の機能強化と地域医療の充実
かかりつけ医の利用促進、在宅医療の充実を図
る。

①「自助」「共助」による防災・減災力の強化
「地域防災リーダー養成講座」の開催、「地域行
動計画」「行政行動計画」の策定を進める。

②犯罪発生件数の減少対策を強化
駅に防犯カメラを新たに設置する。

③高齢者を含めた交通安全対策を強化　
交通安全教室のほか、対策の調査・検討を行う。

①地域における見守りネットワークの構築
認知症の方の行方不明情報のメール配信のほか、
捜索模擬訓練を地域と協働で実施する。

②生活困窮世帯への支援策の充実
就労準備支援、学習支援などを実施する。

③実効性のある避難行動要支援者支援
避難支援プラン全体計画・個別計画を定める。

・避難行動要支援者に対する支援
プランの策定にあたっては、目
標（９）に掲げる「地域行動計
画」と連動しながら、中身のあ
る具体的な内容としていただき
たい。

・自助意識を高める取組みとして
「わが家の防災マップ」の作成
や、自宅から避難場所までの経
路確認などを促してはどうか。

推進会議からの主な意見

・認知症サポーターの養成など、
認知症に対する理解者を増やす
取組みも大切だが、まずは発生
を未然に防ぐ予防が肝心。認知
症対策は、ぜひ力を入れて取り
組んでほしい。

（11）
一人ひとりの元気と

健康づくりを応援します
【健康】

目標全般について ・今後の見直し・改善（案）は、方向性の記述といった抽象的な表現にとどまっている
ものが多い。課題にどのように向き合い、具体的にどんなことに取り組んでいくかを
明確に示していただきたい。

・「市民・地域との協働」に関しては、どのような団体などと連携・協力しあうのか、
具体的な団体名を明記すべきではないか。


